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『
僧
侶
の
雑
誌
（Л

ам
 нары

н сэтг үүл

）』
は
全
部
で
六
号
刊
行
さ
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
詳
し
く
調
査
し
て
み
る
と
、
一
九
三
六
年
刊
の
第
三
号
、
第
四
号
、

さ
ら
に
一
九
三
七
年
刊
の
第
一
号
、
第
二
号
お
よ
び
第
五
号
、
第
六
号
が
見
つ
か
っ

た
。
一
九
三
六
年
刊
の
第
三
号
と
第
四
号
が
一
分
冊
、
一
九
三
七
年
刊
の
第
一
号

と
第
二
号
お
よ
び
第
五
号
と
第
六
号
が
一
分
冊
の
計
二
分
冊
で
あ
る
。
こ
の
二
分

冊
に
は
モ
ン
ゴ
ル
語
が
チ
ベ
ッ
ト
文
字
と
モ
ン
ゴ
ル
文
字
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
て

い
る
。
一
九
三
六
年
刊
の
第
一
分
冊
に
は
モ
ン
ゴ
ル
語
を
チ
ベ
ッ
ト
文
字
で
表
記

し
た
も
の
が
冒
頭
に
あ
り
、
一
九
三
七
年
刊
の
第
二
分
冊
に
は
モ
ン
ゴ
ル
文
字
で

表
記
し
た
テ
ー
マ
が
最
初
に
い
く
つ
か
並
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
当
時
の
僧
侶
た
ち

の
読
解
力
を
考
慮
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
九
三
五
〜
三
六
年
は
ラ
テ
ン
文
字

の
学
習
が
中
止
さ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
文
字
を
全
国
民
に
教
え
る
運
動
が
高
揚
し
た
年

で
あ
り
、
と
り
わ
け
男
性
の
全
人
口
の
四
割
近
く
を
占
め
て
い
た
僧
侶
へ
の
民
族

文
字
教
育
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
当
初
は
僧
侶
た
ち
の
自
発
的
な
意
志
に
ま
か
せ

る
政
策
に
基
づ
い
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
郡
（
ソ
ム
）
の
役
所
、
ク
ラ
ブ
、
赤
い

部
屋
、
寺
院
な
ど
を
拠
点
に
設
置
さ
れ
た
文
字
学
習
サ
ー
ク
ル
に
僧
侶
を
組
織
的

に
入
れ
て
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
僧
侶
へ
の
民
族
文
字
教
育
に
当
初
は
正
規
の

文
字
教
官
を
当
て
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
モ
ン
ゴ
ル
文
字
の
読
み
書
き
が
で
き
る

僧
侶
を
自
発
的
な
教
官
と
し
て
当
て
る
よ
う
に
し
た
。
一
九
三
五
〜
三
七
年
の
状

況
で
は
、
二
万
人
以
上
の
若
い
僧
侶
が
文
字
学
習
サ
ー
ク
ル
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
第
一
分
冊
の
目
的
は
、
チ
ベ
ッ
ト
文
字
は
す
べ
て
の
僧
侶
が
知
っ
て
い

る
の
で
、
チ
ベ
ッ
ト
文
字
で
表
記
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
語
を
ま
ず
読
ん
で
、
そ
れ
ら

を
文
字
学
習
中
の
僧
侶
た
ち
が
モ
ン
ゴ
ル
文
字
と
対
照
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
配
慮
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
九
三
七
年
の
第
二
分
冊
の
最
初
に
モ
ン
ゴ

ル
文
字
で
表
記
し
た
テ
ー
マ
が
い
く
つ
か
並
ん
で
い
る
の
は
、
多
く
の
寺
院
の
僧

侶
が
モ
ン
ゴ
ル
文
字
学
習
運
動
に
加
わ
り
、
そ
の
大
部
分
が
モ
ン
ゴ
ル
文
字
の
読

み
書
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
よ
う
に
雑
誌
の
最
初
に
置
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
マ
ル
バ
ヤ
ス
ガ
ラ
ン
ト
寺
院
の
一
九
三
七

年
の
統
計
に
、
モ
ン
ゴ
ル
文
字
の
読
み
書
き
が
で
き
る
者
一
八
名
、
モ
ン
ゴ
ル
文

字
を
学
習
中
の
者
一
二
〇
名
と
あ
る
の
は
、
寺
院
が
文
字
の
学
習
を
活
発
に
行
っ

て
い
た
証
拠
で
あ
る
。
宗
務
統
括
機
関
第
九
回
会
議
の
決
議
の
中
で
は
、「
宗
務
の

一
角
を
に
な
う
わ
れ
わ
れ
僧
侶
は
、
も
と
も
と
モ
ン
ゴ
ル
人
で
あ
る
こ
と
を
け
っ

し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
自
ら
の
民
族
と
国
家
お
よ
び
人
民
の
民

族
文
化
の
向
上
に
心
を
く
だ
き
助
け
合
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
モ
ン
ゴ
ル
文
字
を
学
習
す
る
こ
と
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
の
文
化
の
向
上

と
独
立
国
家
の
さ
ら
な
る
強
化
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
重
要
な
条
件
に
ほ
か
な
ら

な
い
」¹
と
明
確
に
指
示
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
僧
侶
へ
の
文
字
教
育
を
め
ぐ
っ

て
『
僧
侶
の
雑
誌
』
刊
行
に
は
ど
の
よ
う
な
時
代
的
要
請
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
九
二
八
年
か
ら
、
わ
が
国
の
市
場
か
ら
外
国
資
本
を
強
制
的
に
排
除
し
、
富

モ
ン
ゴ
ル
人
の
使
用
し
て
き
た
文
字
の
研
究
の
諸
問
題 

│ 

『
僧
侶
の
雑
誌
』
に
つ
い
て

ロ
ブ
サ
ン
ジ
ャ
ビ
ー
ン
・
チ
ョ
ロ
ー
ン
バ
ー
タ
ル　
／(

訳)

岡
田
和
行

寄稿
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裕
経
営
を
制
限
し
、
旧
封
建
諸
侯
や
大
規
模
経
営
を
経
済
的
・
政
治
的
に
排
撃
す

る
階
級
政
策
が
遂
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
、
モ
ン
ゴ
ル
に
は
外
国
商

館
が
一
〇
八
〇
以
上
存
在
し
、
そ
の
内
の
八
〇
〇
以
上
が
中
国
商
館
、
残
り
が
ロ

シ
ア
、ド
イ
ツ
、イ
タ
リ
ア
、フ
ラ
ン
ス
、イ
ギ
リ
ス
、ア
メ
リ
カ
、日
本
、デ
ン
マ
ー

ク
、
イ
ン
ド
な
ど
多
く
の
国
々
の
商
館
で
あ
っ
た
。
ま
た
畜
群
の
大
部
分
は
富
裕

経
営
や
寺
院
経
営
（
ジ
ャ
ス
）
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
暴
力
的
な
政

策
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
特
殊
な
条
件
に
合
致
し
な
か
っ
た
の
で
、
人
民
の
蜂
起
や
抵

抗
を
ま
ね
き
、
数
千
世
帯
が
国
境
を
越
え
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
と
人
民
政
府

の
威
信
は
失
墜
し
、
内
戦
勃
発
の
危
機
が
迫
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
ソ
ビ
エ
ト=

ロ
シ
ア
に
よ
る
指
導
的
手
法
、
す
な
わ
ち
彼
ら
の
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
活
動
を
一

時
中
断
し
、
モ
ン
ゴ
ル
を
モ
ン
ゴ
ル
人
の
手
に
よ
っ
て
指
導
す
る
可
能
性
が
開
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。²

　

僧
侶
の
階
級
を
分
断
す
る
党
の
政
策
を
歪
曲
し
、
す
べ
て
の
僧
侶
を
等
し
く
攻

撃
し
た
左
翼
偏
向
主
義
者
の
あ
や
ま
ち
を
是
正
し
、
僧
侶
を
人
民
の
側
に
引
き
入

れ
る
政
策
を
遂
行
す
る
た
め
に
闘
っ
た
。
左
翼
偏
向
期
に
中
級
僧
侶
が
反
革
命
陰

謀
に
様
々
な
形
で
関
与
す
る
逸
脱
が
現
れ
て
い
た
の
を
監
査
し
、
反
革
命
陰
謀
に

関
与
し
な
か
っ
た
者
を
釈
放
し
復
権
さ
せ
た
。
ま
た
還
俗
し
た
僧
侶
に
は
選
挙
権

を
付
与
し
た
。

　

僧
侶
の
強
制
的
な
還
俗
を
中
止
さ
せ
、
強
制
的
に
還
俗
さ
せ
ら
れ
た
僧
侶
が
も

し
も
望
む
な
ら
ば
、
ふ
た
た
び
僧
侶
に
な
る
こ
と
を
認
め
た
。
一
九
三
二
〜
三
四

年
に
は
二
万
七
〇
〇
〇
人
以
上
が
ふ
た
た
び
僧
侶
と
な
っ
た
。³

　

寺
院
の
強
制
的
な
閉
鎖
、
不
法
な
捜
索
、
法
会
に
対
す
る
不
当
な
干
渉
を
禁
じ
た
。

寺
院
が
自
身
の
ジ
ャ
ス
に
対
し
て
全
権
を
持
つ
こ
と
を
過
度
に
否
定
し
て
い
た
こ

と
も
是
正
し
た
。⁴

　

一
九
三
二
〜
三
六
年
、
大
小
の
寺
院
が
八
四
〇
以
上
あ
り 

⁵
、
そ
こ
に
約
九
万

人
の
僧
侶
が
い
た
。
そ
の
内
の
約
一
万
八
〇
〇
〇
人
が
就
学
年
齢
に
達
し
た
児

童
で
あ
っ
た
。⁶
平
均
す
る
と
一
つ
の
寺
院
に
約
九
〇
〇
人
、
僧
侶
一
人
に
つ
き

一
〇
人
、
三
世
帯
の
人
口
が
該
当
し
て
い
た
こ
と
を
見
て
も
、
仏
教
が
絶
大
な
影

響
力
を
持
っ
て
存
在
し
つ
づ
け
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
僧
侶
た
ち
は
年

平
均
三
一
〇
〇
万
ト
ゥ
グ
リ
ク
の
財
産
を
消
費
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
当
時
の
人

民
学
校
の
年
間
支
出
の
一
六
倍
も
あ
っ
た
。⁷
し
た
が
っ
て
、
政
府
は
僧
侶
た
ち

を
で
き
る
か
ぎ
り
啓
蒙
教
化
し
て
還
俗
さ
せ
、
国
家
に
必
要
な
労
働
に
従
事
す
る

よ
う
望
ん
で
い
た
。

　

一
九
三
六
年
だ
け
で
も
牧
畜
、
工
業
、
運
輸
、
商
業
の
労
働
に
一
万
人
以
上
の

僧
侶
が
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。⁸

　

社
会
的
利
益
の
あ
る
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
に
興
味
を
持
っ
た
下
級
僧
侶
に
対

し
て
、
国
家
か
ら
様
々
な
援
助
が
与
え
ら
れ
、
す
べ
て
の
種
類
の
税
金
を
軽
減
あ

る
い
は
免
除
す
る
方
策
が
と
ら
れ
た
。
一
九
三
六
年
、
経
済
部
門
に
進
出
す
る

下
級
僧
侶
の
た
め
に
、
国
家
か
ら
五
〇
万
ト
ゥ
グ
リ
ク
の
貸
付
用
基
金
が
供
出

さ
れ
た
。
同
じ
く
一
九
三
六
年
、
農
牧
業
に
従
事
す
る
二
〇
〇
人
以
上
の
僧
侶
に

一
一
万
四
〇
〇
〇
ト
ゥ
グ
リ
ク
が
貸
与
さ
れ
た
。⁹

　

僧
侶
を
社
会
的
利
益
の
あ
る
労
働
に
従
事
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
一
つ
の
形
式

は
、
下
級
僧
侶
に
よ
る
協
同
組
合
（
ア
ル
テ
リ
）
で
あ
っ
た
。

　

モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
・
政
府
は
、
下
級
僧
侶
を
工
業
や
集
団
経
営
に
従
事
さ

せ
る
活
動
を
一
九
三
五
年
か
ら
試
験
的
に
行
な
っ
た
後
、
一
九
三
七
〜
三
八
年
に

僧
侶
の
中
で
広
範
な
運
動
を
組
織
し
た
。
一
九
三
八
年
、
貧
窮
僧
侶
の
手
工
業
協

同
組
合
（
ア
ル
テ
リ
）
が
一
二
〇
団
体
組
織
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
五
〇
〇
〇
人
以
上

の
僧
侶
が
加
わ
っ
た
。¹⁰ ¹¹
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し
か
し
な
が
ら
、
国
際
情
勢
が
極
度
に
緊
迫
化
し
、
ソ
連
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に

敵
対
す
る
日
独
伊
三
国
同
盟
が
結
成
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た
条
件

下
で
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
モ
ン
ゴ
ル
を
自
身
の
強
固
な
後
衛
と
す
る
政
策
を
迅
速
に

遂
行
し
は
じ
め
た
。
彼
は
党
と
国
家
の
主
要
な
指
導
者
で
あ
る
ア
ナ
ン
デ
ィ
ー
ン

（
ア
グ
ダ
ン
ボ
ー
ギ
ー
ン
）・
ア
マ
ル
、
ペ
ル
ジ
デ
ィ
ー
ン
・
ゲ
ン
デ
ン
、
ホ
ル
ロ
ー

ギ
ー
ン
・
チ
ョ
イ
バ
ル
サ
ン
ら
を
何
回
も
接
見
し
た
。
た
と
え
ば
、
首
相
の
ゲ
ン

デ
ン
を
五
回
、
ア
マ
ル
を
一
回
、
チ
ョ
イ
バ
ル
サ
ン
を
七
回
接
見
し
、
そ
の
際
に

聖
俗
封
建
諸
侯
や
僧
侶
の
残
党
を
一
掃
す
る
よ
う
要
求
し
つ
づ
け
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
要
求
に
対
し
て
、
ゲ
ン
デ
ン
と
ア
マ
ル
は
可
能
性
が
な
い
と
言
っ
て
受
け

入
れ
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
様
々
な
形
で
反
対
し
て
い
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
が

僧
侶
は
階
級
の
敵
だ
と
言
っ
て
一
掃
す
る
よ
う
要
求
し
た
時
、
ゲ
ン
デ
ン
は
「
わ

が
国
は
人
口
が
少
な
い
の
で
、
僧
侶
は
還
俗
さ
せ
て
労
働
に
従
事
さ
せ
る
」¹²
と

反
対
し
た
。
ま
た
ゲ
ン
デ
ン
は
「
…
…
わ
が
国
の
対
外
情
勢
が
予
断
を
許
さ
な

い
時
に
、
僧
侶
問
題
を
先
鋭
化
し
、
彼
ら
と
闘
お
う
と
す
る
者
は
反
革
命
的
で
あ

る
」¹³
と
言
っ
て
、僧
侶
を
擁
護
す
る
側
に
一
貫
し
て
立
っ
て
い
た
。
な
ぜ
ス
タ
ー

リ
ン
が
こ
の
よ
う
に
僧
侶
を
階
級
の
敵
と
し
て
一
掃
す
る
よ
う
執
拗
に
要
求
し
て

い
た
の
か
と
言
え
ば
、
一
九
一
一
年
の
民
族
解
放
運
動
の
指
導
者
や
一
九
二
〇
年

結
成
の
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
の
党
員
の
大
部
分
が
学
識
と
能
力
の
あ
る
僧
侶
た
ち
で

あ
り
、
ま
た
人
民
政
府
の
初
期
の
首
相
た
ち
も
学
識
豊
か
な
高
級
僧
侶
だ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
宗
教
文
化
と
民
族
的
独
自
性
を
常
に
保
持
し
よ
う
と
努
力
す

る
と
と
も
に
、
モ
ン
ゴ
ル
を
モ
ン
ゴ
ル
人
の
手
に
よ
っ
て
指
導
し
よ
う
と
尽
力
し
、

ソ
ビ
エ
ト
側
の
指
示
や
規
制
を
従
順
に
守
ろ
う
と
は
せ
ず
、
ソ
ビ
エ
ト
側
が
政
策

を
実
現
し
よ
う
と
す
る
際
に
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

政
治
情
勢
が
こ
の
よ
う
な
条
件
下
に
あ
っ
た
た
め
、
僧
侶
に
自
覚
を
持
た
せ
た

上
で
啓
蒙
教
化
し
、
還
俗
さ
せ
て
労
働
に
従
事
さ
せ
る
活
動
を
段
階
的
に
行
い
、

こ
の
事
業
に
寺
院
の
宗
務
統
括
機
関
を
参
加
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
『
僧
侶

の
雑
誌
』
か
ら
看
取
で
き
る
。
一
九
三
六
年
刊
行
の
第
一
分
冊
の
目
次
を
列
挙
す

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。¹⁴
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収
入
の
あ
る
僧
侶
に
対
す
る
課
税
に
つ
い
て

 

10 

年
少
の
僧
侶
の
文
字
学
習
サ
ー
ク
ル

 

11 

ザ
ブ
ハ
ン
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
手
紙

 

12 

ザ
ブ
ハ
ン
に
い
る
記
者
の
書
い
た
記
事

 

13 

い
く
つ
か
の
詐
欺
行
為
の
摘
発
と
批
判

 

14 

地
方
へ
の
支
援
と
手
紙

　
ま
た
一
九
三
七
年
刊
行
の
第
二
分
冊
の
目
次
を
列
挙
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。¹⁵

 

１ 
宗
務
統
括
機
関
第
九
回
会
議
決
議
の
実
施
過
程

 

２ 

真
実
と
虚
偽
の
明
確
な
差
異
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３ 

僧
侶
に
紹
介
す
る
簡
単
な
記
事

 
４ 

ウ
ル
ギ
ー
寺
院
と
イ
ェ
グ
ゼ
ル
寺
院
の
一
部
の
反
逆
僧
侶
の
事
件
に
つ
い   

　

て
（
二
編
）

 

５ 
わ
が
国
内
の
多
く
の
寺
院
の
中
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か

 

６ 

地
方
の
記
者
と
僧
侶
が
書
い
た
提
案
と
批
判

 

７ 

可
否
を
他
人
の
判
断
に
委
ね
る

 

８ 

地
方
へ
の
賞
賛
と
支
援

　

こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
見
る
と
、
当
時
の
政
府
の
政
策
を
明
確
に
反
映
し
て
い
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
各
々
の
テ
ー
マ
を
分
析
し
な
が
ら
述

べ
る
と
非
常
に
長
く
な
る
の
で
、
今
回
は
そ
の
よ
う
な
目
的
は
設
け
ず
、
こ
の
く

ら
い
に
し
て
お
き
た
い
。
そ
も
そ
も
史
料
編
集
の
問
題
に
お
い
て
、
こ
の
『
僧
侶

の
雑
誌
』
を
史
料
と
し
て
利
用
し
た
も
の
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
一
、二
行
を
引
用

し
た
も
の
が
散
見
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
強
固

な
束
縛
の
た
め
に
、
読
ん
で
利
用
す
る
ど
こ
ろ
か
、
見
る
こ
と
さ
え
禁
じ
ら
れ
て

い
た
こ
と
に
存
す
る
。
社
会
主
義
時
代
に
は
僧
侶
を
宗
教
的
な
幻
惑
者
と
宣
伝
し

て
い
た
た
め
、
彼
ら
の
こ
と
を
極
度
に
誤
解
し
て
い
る
年
代
の
者
も
い
る
。
彼
ら

は
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
精
神
文
化
の
普
及
者
で
あ
り
、
そ
の
発
展
者
で
も

あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
雑
誌
と
多
く
の
史
料
が
証
明
し
て
い
る
。

　

こ
の
『
僧
侶
の
雑
誌
』
を
読
ん
で
、
以
下
の
い
く
つ
か
の
結
論
を
導
き
出
す
こ

と
が
で
き
る
。

　

１ 

こ
の
雑
誌
の
テ
ク
ス
ト
は
一
九
三
〇
年
代
の
史
料
編
集
に
と
っ
て
重
要
な
素

　

 

材
と
な
る
。

　

２ 

当
時
の
寺
院
の
僧
侶
が
話
し
て
い
た
方
言
を
チ
ベ
ッ
ト
文
字
で
表
記
し
た
こ

　

 

と
は
、
方
言
研
究
の
面
で
貴
重
な
資
料
と
な
る
。

　

３ 

か
つ
て
チ
ベ
ッ
ト
文
字
で
モ
ン
ゴ
ル
語
を
表
記
し
記
録
し
て
い
た
諸
経
験
を

　

 

ま
と
め
て
規
範
化
し
、
チ
ベ
ッ
ト
文
字
に
よ
る
表
記
体
系
を
こ
の
雑
誌
が
基
本

　

 

的
に
定
め
て
く
れ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
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著
者
紹
介

 　
　

ロ
ブ
サ
ン
ジ
ャ
ビ
ー
ン
・
チ
ョ
ロ
ー
ン
バ
ー
タ
ル
（Л

увсанж
авы

н 

Ч
улуунбкаатар

）
氏
は
一
九
五
二
年
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
（
現
モ
ン
ゴ
ル
国
）

フ
ブ
ス
グ
ル
県
に
生
ま
れ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
学
文
学
部
卒
業
後
、
一
九
八
一

〜
八
九
年
、
同
大
学
助
手
、
一
九
八
九
〜
九
一
年
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
東
洋
ア
フ
リ

カ
研
究
所
（
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
）
客
員
教
授
を
つ
と
め
、
一
九
九
一
年
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
国

立
大
学
に
専
任
講
師
と
し
て
復
帰
し
、
現
在
、
同
大
学
モ
ン
ゴ
ル
言
語
文
化
学
部

長
（
副
教
授
）。
こ
の
間
、
二
〇
〇
〇
年
に
ウ
ラ
ン
ウ
デ
の
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
・
シ
ベ
リ
ア
支
部
モ
ン
ゴ
ル
学
・
仏
教
学
・
チ
ベ
ッ
ト
学
研
究
所
博
士
課
程

を
修
了
し
歴
史
学
博
士
の
学
位
を
取
得
。
主
著
に
『
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
民
の
文
字
文

化
』（
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
、
二
〇
〇
二
年
）、『
チ
ベ
ッ
ト
語
で
著
述
し
た
モ
ン
ゴ
ル

人
学
僧
た
ち
』（
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
、
二
〇
〇
四
年
）
が
あ
る
ほ
か
、
論
文
、
共
著
書
、

編
著
書
、
会
話
書
、
辞
書
な
ど
多
数
あ
る
。
な
お
、
チ
ョ
ロ
ー
ン
バ
ー
タ
ル
氏
は

二
〇
〇
五
年
四
月
か
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
語
専
攻
の
客
員
教
授
と
し
て
本
学
で
教
鞭
を

と
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

 　
　

本
稿
は
二
〇
〇
三
年
一
一
月
一
五
日
（
土
）、
大
阪
国
際
大
学
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
た
日
本
モ
ン
ゴ
ル
学
会
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
度
秋
季
大
会
で

チ
ョ
ロ
ー
ン
バ
ー
タ
ル
氏
が
行
っ
た
講
演
を
全
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本

稿
に
お
け
る
『
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
史
』
第
三
巻
か
ら
の
引
用
の
邦
訳
は
、
モ

ン
ゴ
ル
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
歴
史
研
究
所
編（
二
木
博
史
・
今
泉
博
・
岡
田
和
行
訳
）『
モ

ン
ゴ
ル
史
』（
恒
文
社
、
一
九
八
八
年
）
に
依
拠
し
て
い
る
。


